
他者との活動を軸とした授業の試み
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1. はじめに

本論文では、情緒障害児短期治療施設併設校（以

下、 A校）での社会科の授業の実践報告を行う。な

お、本論文における人物名はすべて仮名である。ま

た、児童の個人が特定されるような記述は変更を加

えている。

2. 実践の意図

A校の社会科の授業では、学習者は2学年ごとの

グ．ループにわかれて授業を受ける。小学校 1・2年、

小学校3・4年、小学校5・6年の3グ、ループであ

る。主な授業内容として、社会科見学や遠足・修学

旅行とかかわらせながら、地域の特色や公共の交通

などを学ぶものが挙げられる。主な授業方法は、教

師が作成したスライド資料をプロジェクターやテレ

ビ画面に表示しながら、教師が説明をすすめていく

ものである。また、社会科に関する教育番組を視聴

することもある。

これまで、稿者はA校において4回の参与観察を

行った。その問、 A校の社会科の授業において、学

習者らが授業内容をノートに記録したり、学習者同

士でかかわり合ったりすることはほとんどみられな

かった。授業において、学習者らの主な活動は、教

師の作成したスライドを見て、教師の説明を聞くこ

とである。背景には、 A校の教師らによる学習者の

特性や学習課題への配慮がある。特性とは、たとえ

ば、文字よりも画像や映像の方が視覚的に理解しや

すいなどである。学習課題とは、文字の視写が困難

であったり、書くことそのものへの抵抗であったり

する。その他、 2学年ごとにグループ分けするため

に生じる、個々の学習者が持つ知識のレベルの違い

などもあるだろう。しかし、これらは、教師が把握

している学習者の実態であると同時に、教師側が設

定した学習者の「仮説」として捉えることもできょ

う。もし、教師が学習者の能力を過小評価している

かもしれないとしたら、その「仮説」に基づく授業

内容や方法によって、学習者の能力は十分発揮され

ないことになりかねない。

そこで、今回稿者は「授業中の学習者の活動が少

なし、J点に着目し、 「学習者が他の学習者と協同的

に活動する社会科の授業j を構想し、実践した。こ

れにより、学習者にとっては、授業で活動すること

そのものの楽しさや、授業で他の学習者とかかわり

合うことによる「授業の共有」の感覚を味わうこと

ができるのではないかと考えた。また、授業者にと

っては、 A校の学習者の能力を、授業での学習者の

活動によって把握する視点の獲得にも寄与すると考

えた。

授業内で意図した活動は大きく次の4つで、ある。

①クラス全員の前で発表する（発表を聞く）

②思いついたことを自由に発言する（発言を聞く）

③黒板に書いてあるものを読む、書き写す

④クラス全員で1つのものを作成する・共有する

3.授業計画

ここでは、授業日時と授業の計画について述べる。

3. 1.授業日時

実践した授業日時は以下である。

実践校： A校

対象児童：小学3, 4年生の計6名

授業者：稿者

授業日： 2015年 8月28日（金）

時間： IO時45分～II時30分（45分間）

時間割上の教科：社会科

記録方法：録画機器による録画、 ICレコーダーによ

る録音

3. 2.計画した授業の概要

計画した授業の概要は以下である。

。学習目標： A校がある B県と広島県と鹿児島県

の「つながり」について理解を深める

。活動目標： A校のみんなに伝わるように、 B県

と広島県と鹿児島県の「つながり Jを1枚の紙

に書いてまとめよう

。技能目標： B県と広島県と鹿児島県の「つなが

り」について学んだことを、書く順番を工夫し

て文章にまとめることができる
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。価値目標：クラスのみんなと協力することがで

きる

・準備物：大きな日本地図、白地図、色鉛筆、ポス

ト・イット、プリント

＠授業のテーマ「B県と広島県と鹿児島県の「つな

がり j を知ろう」

①～③は板書ですすめる

① B県、広島県、鹿児島県の「違し、」

－大きな地図で、 B 県と広島県と鹿児島県の場

所を確認。一枚の大きな白地図に印をつける。

全員で一枚。

（ここで、できるだけ「違しリをアピールする。）

B県、広島県、鹿児島県について、紙を一枚

ずつひきながら、出てきた項目を答えていく。

引く人は毎回変える。答えはみんなで相談し

てもいい。答えがあまりにも的はずれなもの

であったときは、訂正を入れる。

例）「有名な温泉は？J「有名な農作物は？」

「有名な産業は？」「サッカーチームは？ J 

「日本ーのものは？」「走っている新幹線は

何？」「海はありますか？ J「高い山はなん

という山ですか？」など

②「共通点Jによる「つながりJ

日本酒（焼酎）の酒蔵がある（気候、水）、作物

の栽培（土地、気候）など

③「結びつき」による「つながりJ

・B県を走るリニアモーターカーの開発者は、広

島県福山市出身の京谷好泰（1970年にリニアモータ

ーカーと命名）

・B県うまれの椋鳩十は、鹿児島で高校の先生に

なり、その後、鹿児島県立図書館長として、母と子

の20分間読書運動や、作品の執筆をする。

④今日学んだことを、分校の他のみんなにも紹介し

てほしいので、みんなで 1枚の紙にまとめよう（ポ

スト・イット準備。配布はしない。）

色の違うポスト・イットを用意。 B県と広島県

の特徴を、板書を参照しながら色別のポスト・

イットに書く。同じものを書かないように、誰

が何を書くかは、 5人それぞれ手分けをする。各

県の特徴を書いたポスト・イットを、白地図の

それぞれの県の近くに貼る。それらのうち、つ

ながりがあるものは、つながりがあるもの同士

で寄せる。

⑤今日ゃったことを、一文でまとめよう口 （プリン

ト配布）

月曜日にやった「し、つ、どこで、」ゲームは、み

んなで分担して 1つの文章を作るゲームだった。

それを今度はひとりでつくろう。「し、つ、どこで、

だれが、だれと、なにを、どうしたJの順番で

書こう。「どうしたJのあとに、「今のきもちj

を書こう。

⑥まとめ（時聞があれば）

B県と広島県と鹿児島県は違いもあったけど、

共通点のつながりや、技術のつながりもあった。

人と人のつながりも同じ。稿者とみんなのつな

がりはなんだろう。みんなと誰かのつながりは

なんだろう。

⑦時間があればけん玉であそぶ。

4. 実際の授業の概要

実際の授業は3. 2. で示したうち、①～④で時

間切れとなった。お題についても、用意した 13個

全てをひく時間がなかったため、お題を6つ終えた

時点で白地図作成にうつった。白地図作成までは、

なんとしてもやっておきたかったため、学習者らが

盛り上がった「温泉」のお題で打ち切りとした。

45分という時間にたいして、多くの活動を計画し

たため、この授業の目標である「つながり」を提示

することができなかった。また、授業全体を学習者

らが振り返り、感想を書く活動もおこなうことがで

きなかった。

今回の対象児らの社会科を普段担当している永田

先生、松本先生も授業に参加し、学習者らの支援を

おこなった。このことは、授業者は事前に計画して

いなかった。

5. 実践の詳細

5. 1. 目標観

学習者の実態をふまえ、全体として以下のような

目標を立てる。

［態度目標］

( 1 ）地図に興味、関心を持つことができる

( 2) 3つの県に興味・関心を持つことができる

［価値目標］

( 3）友達の知識や経験に親しみをもっ心を育てる

( 4）友達との協同作業を楽しむ心を育てる

［技能目標］

( 5) B、広島、鹿児島のつながりについて理解を

深めることができる（社会科）
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( 6）友達と協力しながら、 3県の特色をポスト・

イットに書くことができる（国語科）

( 7) 3県の特色を書いたポスト・イットを白地図

に貼ってまとめていくことができる（社会科）

( 8）友達の前で、お題を発表することができる（国

語科）

( 9）自分の知っていることや経験を、楽しく発言

することができる（国語科）

( 1 0）友達の知っていることや経験についての発

言を楽しく聞くことができる（国語科）

5. 2.題材観（教材観：単元の意義、単元のね

らい、単元の価値、教材を学習することで期待で

きる効果）

今回設定した単元のねらいを以下述べていく。

5. 2. 1. 「つながり j を感じる

「つながり」のもつ言葉の意味を「共通のものが

あるつながり」と「関係による結びつきのつながり」

とで捉え直した。そして、自分の住んでいるところ

と、他の地域の「つながり」は何かを考えようとす

ることで、自分側と外の方向に意識が向くのではな

し、かと予想した。土地の特色や場所の違いなど「違

うもの」のなかにも、つながりがあることを知るこ

とで、今後、さらに他県への興味・関心が芽生える

ことをねらった。また、地域のつながり・違いの意

識化を重ねていくことが、人とのかかわりに向かう

のではなし、かと思った。人も、自分と違うところば

かりでなく、似ていたり同じだ、ったりしてつながっ

ており、関係によるつながりもあるということを感

じることにつながることを願った。今回の授業は、

そのためのならしであっていいと考えた。

3つの県の特性をあげて比較することで、それぞ

れについて理解を深めることができる。また、 3つ

の県で違うものがある一方、同じものもあると学習

することで、身近なものの中にも「違しリや「つな

がり」があることを感じることができるようになる。

5. 2. 2.他の学習者の知識や経験に触れる

同じ県に住む他の学習者の知識や経験に触れるこ

とで、自分自身の知識や経験を想起し、それらをか

かわらせていくことができると考えた。

また、市ではなく県にしたのは、学習者らが県下

のあちこちから岡市に集まっていることにもよる。

そのため、市のことはあまり知らない子もいるので

はないかと考えた。そのような子を想定し、県と大

きくくくることで、発言のしやすさをねらった。

5. 2. 3. とりあげる県のねらい

B県以外に、広島、鹿児島を選んだのは、授業者

である稿者の出身地と、現在住んでいるところだか

らである。授業者にかかわる地域について、子ども

たちに知って欲しい気持ちがあった。また、授業者

にかかわる地域のことがらと、自分たちが住んでい

る地域のことがらをかかわらせて欲しいと，思った。

「つながりJを明確に意識する前段階として、潜在

的知識のようになると考えた。

さらに地理上の理由もある。この3県を地図上で

概観した際に、ある程度の距離感がある。そのため、

地域特性を見出しやすいのではと考えた。また、近

隣県ではなく他地域へ意識を向かわせることが可能

ではなし、かと考えた。

5. 2. 4. 関係性によるつながり

3県のつながりのうち、地域特性の共通点だけで

はなく、 「関係性のつながりJも紹介する。

B県と広島県の「関係性のつながり j として、リ

ニア・モーターカーの開発者を紹介する。

B県と鹿児島県の「関係性のつながり j として、

椋鳩十を紹介する。椋鳩十は、 B県出身で、のちに

鹿児島に移住した。椋鳩十を紹介することで、鹿児

島と Bのつながりを感じることができると考えた。

さらに、授業外の場面で椋鳩十の作品を紹介するこ

とにつなげれば、学習者の読書へと広げることがで

きると考えた。

5. 3. 単元観（方法・指導観、有効な指導のあ

りかた）

学習者の実態と目標から、以下のような方法をと

る

( 1 ）授業は、ゲームのようなバトル方式をとる

( 2) B県に関することではないことを発言しても、

間違いであると厳密に指摘することを避ける

( 3）一人ずつ指名したり、挙手をさせて発言させ

るのではなく、自由に言い合う形にする。

( 4）出てきた発言は、授業者が板書する

( 5）学習者が「お題Jをくじ引きのように引き、

みんなの前で「お題」を発表する

( 6）ひいた「お題」は黒板に貼っておく

( 7) 「日本列島」の中の B県、広島県、鹿児島県

の位置関係・相互の位置関係を把握するために、大

きな日本地図を教室内に掲示する

( 8）学習者全員で1枚の白地図を用意する

(9) 3県について板書したものを、ポスト・イッ
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トに書きうつし、白地図に貼る

( 1 0）白地図作成のときは、学習者自身がすすん

で取り組み始めた活動の支援をする。活動に取り組

めない学習者に対しては、無理に活動を促さず、他

の学習者の協力をするような支援をする

( 1 1 ）作成した白地図を校内に掲示する

( 1 ）は、ゲームのような方法を用いて子どもの

集中と意欲を保つことをねらって設定した。子ども

たちの「負けず嫌し、Jの特性を活かすことができる

と考えた。また、学習者が、出身地域の特性を想起

したり他の学習者に話したりすることは、もしかし

たら楽しい思い出だけの想起ではないと考えられ

る。 B県に住んでから、それほど年数のたっていな

い学習者もいる。そのため、授業では、楽しい雰囲

気を味わえるよう、授業者対子どもたち全員（＋分

校の先生）の構図で、子どもたちにチーム感覚を味

合わせる。

(2) (3）は、 Bのことについて知らなくても、

お題に答えられなくても、知っている誰かが答えて

くれるという安心感を与えるためである。

( 4）は、個々が発言していくことを書き留めて

いくことで、発言（言葉）の視覚化をはかる。また、

何がすでに発言されたのか、何がまだ出ていないの

かなどを、見て確認したり、発言は聞き逃したけど、

板書で確認したりできる。さらに、授業の後半の活

動で、板書をポスト・イットに書き写す活動をおこ

なうため、板書は授業において必要である。

今回構想した授業では、 B、広島、鹿児島の3つ

の県を比較していくことでもある。板書することで、

比較を一覧することが容易になる。 「バトルJでや

ると言った際に、板書に書き込まれた数の多さで、

勝ち負けを判断しやすくするためにも板書を行う。

見た目の数（量）の概念を意識することにもなる。

( 5 ）の方法をとることで、前に出てお題を引し、

て、その場で発表という流れに自然につなげること

がずきる。「お題をひいてみんなの前でお題を言う j

ように、全員同じ活動をする。

( 6 ）は、ひいた「お題Jを席に持ち帰ると、メ

モを気にしてしまうかもしれないので、黒板に貼っ

ておくことにする。黒板に「お題」が貼つであるほ

うが、あとで活動する際に、活動のしやすさにつな

がると考えた。また、自分がひいたものが黒板に貼

られていることで、授業への参加意識を高めること

ができると予想したc

( 7)は、教科書サイズの地図を確認するよりも、

大きい地図を用いて確認するほうが、学習者の「わ

くわく感Jを引き出すことができると考えた。また、

大きい地図だと、全員で地図を見ることもできる。

( 8）は、協同での活動のしやすさと‘同じもの

を共有すること、みんなで 1つのものを作っていく

ことを味合わせるために設定した。子どもたちは、

日頃、自分だけの剣やコマを作ることはあっても、

みんなで1つのものを作る機会が少ない。そのため、

大きな白地図1枚を用いて活動することで、 1つの

ものを媒介したかかわりが生じるように支援する。

それによって、ぶつかり合う（意見が対立するなど）

ことになってもよいと考えた。

( 9）は、書くことへの取り組みやすさをねらっ

た。プリントやノートではなく、 「ポスト・イット

に写す」活動で、取り組みやすくする。学習者らは、

授業でノートをとる習慣がない。ノートをとったり、

プリントに書き込んだりすることを苦手とする把握

のもと、普段の授業はおこなわれている。そのため、

ポスト・イットへの板書の視写で、書くことの容易

さをはかった。ポスト・イットは簡単に取り分ける

ことができる。そのため、 6人での活動の分担もし

やすい。さらに、ポスト・イットのシールのような

感覚により、白地図に貼ってまとめる活動に楽しく

取り組むことができると考えた。

( 1 1 ）により、自分たちが授業で作ったものが、

第三者の目に触れることの経験をする。また、 「分

校の他のみんなに教えるために」という相手意識と

目的意識のもとに作るため、相手の反応と目的が実

際どうだったのかを感じとる。

さらに、授業で作ったものを、授業後に何度も目

にすることによって、授業内容の想起や、他への広

がりにつながる。たとえば、白地図を媒介した、他

の子どもや先生とのコミュニケーションをねらう。

また、集団で、協同でおこなった活動が形として残

る経験をすることを意図した。

6.評価

6. 1.学習者全体の評価

学習者全体に対してたてた目標と照らしながら実

践をふりかえり、授業者による学習者全体のみとり

をO、ム、×で示す（表 2）。
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表2.各目標と授業者による学習者全体のみとり

みとり

( 1 ）地図に興味、関心を持つことができる 。
態度目標

(2) 3つの県に興味・関心を持つことができる ム

( 3）友達の知識や経験に親しみをもっ心を育てる 。
価値目標

( 4）友達との協同作業を楽しむ心を育てる 6 

( 5) B、広島、鹿児島のつながりについて理解を深めることができる（社

会科）
× 

( 6）友達と協力しながら、 3県の特色をポスト・イットに書くことができ

る（国語科）
ム

( 7) 3県の特色を書いたポスト・イットを白地図に貼ってまとめていくこ 。
とができる（社会科）

技能目標

( 8）友達の前で、お題を発表することができる（国語科） ム

( 9）自分の知っていることや経験を、楽しく発言することができる（国語 。
科）

( 1 0）友達の知っていることや経験についての発言を楽しく聞くことがで

きる（国語科）
ム

6. 2. 1. 1あさみ】の目標と評価6. 2.学習者個々の目標に沿った評価と方法の振

り返り

学習者個々にたてた目標にそって評価し、方法を

ふり返る。

【あさみ】の目標に照らした評価は以下である（表

3）。

表3. 【あさみ】の目標と評価

( 1 ）地理や歴史に関する知識を活かし、意欲的に授業に参加する 。
態度目標

( 2) B県についての知識をもとに、他県にも興味・関心をもっ 。
( 3）集団での活動を率先してすすめることができる 。
( 4) B県と他県との違いやつながりに感動する 6 

価値目標
( 5）友達の知識や経験を尊重する心を育てる 。
( 6) B県と他県との違いやつながりを知る（社会科） ム

( 7）白地図を用いて3県の特徴をまとめていくことができる（社会科） 。
技能目標

( 8）自分の知識や経験を発言することができる（国語科） 。
( 9）友達の知識や経験にかんする発言を聞くことができる（国語科） 。

6. 2. 2. 態度目標の評価 ( 2) B県についての知識をもとに、他県にも興味

態度目標の評価をおこなうi 【あさみ】の態度目 －関心をもっ

標は以下であった。 ( 3）集団での活動を率先してすすめることができ

( 1 ）地理や歴史に関する知識を活かし、意欲的に る

授業に参加する
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するやいなや、自分の知っていることを発言する様

子がうかがえた。授業者に対する発話数が他の学習

者の中で最も多いことからも、授業への参加意欲が

高いといえる。

( 2 ）について、授業者が広島県や鹿児島県のこ

とを話したあと、以下のような発言がみられたこと

から、他県への興味や関心を持てたと評価した（表

4）。

表4. 発話記録より抜粋①

稿者
宮島っていってね、神社がある島

537 
なんですね。厳島神社っていう。

538 なおや ああ、なんか。

539 あさみ あ、厳島神社知ってる。

( 3 ）について、授業者が白地図作成の説明を終

えると、すぐに【あさみ】が活動にとりかかり始め

た（表 5）。

表5.発話記録より抜粋②

稿者
見たらわかるけどね、どこが何

620 
県か名前書いてないんだよ。

621 あさみ わかる。わかるわかるわかる。

ここに、（大きい地図が）あるか

622 稿者 ら、まず、 B県と広島県と鹿児島

県がどこあるか、、、

623 あさみ
鹿児島ここでしょ？鹿児島

で、、、

624 稿者 おお。

あさみ
鹿児島で、広島どこだ。えーと、

625 
わかんない。

たかひろ
広島どこだっけ。上だっけ、下だ

626 
つけ。

稿者
確認して。赤で、かこってほしい

627 
です。広島どこ？

628 あさみ やっていい？

629 稿者
やっていい、やっていい。広島ど

ーっ、．．．

6. 2. 3.価値目標の評価

価値目標の評価を行う。 ［あさみ］の価値目標は

以下であった。

( 4) B県と他県との違いやつながりに感動する

( 5）友達の知識や経験を尊重する心を育てる

( 4）について、広島風お好み焼きについて授業

者が説明した後、お好み焼きの話題で学習者らが話

している際、 ［あさみ］の次のような発言がみられ

た（表6）。

表6.発話記録より抜粋③

410 Iあさみ
え、ぼく、え、ぼく、肉だけ＊本＊B

県の方がいいや。

rs県の（ふだん食べているであろう）お好み焼

きがし、しリという意味で発言したものである。ここ

から、違いに感動したかを評価することはできない

が、広島県と B県の違いに気づくことはできている

とし、える。

また、 「つながり」については、授業中に十分提

示できなかったため、みとることができなかった。

( 5）について、永田先生と【しよう】をまじえ

た3人で話している際、 ［しよう】の発言にうなず

く場面があった（表 7)。

表 7.発話記録より抜粋④

あと、あそこもおつきいよ、なんか

803 しよう ね。あれどこだっけ。食べる場所あ

る。

804 あさみ あ一、あれも大きいよね。

805 しよう あれもおつきい。

あさみ
あそこはさ一、なんかさ、そばとかう

806 
まいよね。

807 しよう なんか、なんか、まるく＊＊

808 あさみ あ、うん、そうそう。

ふだん、他の学習者の知識に関する発言を、その

まま聞き入れることが少ない［あさみ｝ではあるが、

この場面では、 【しよう］の経験に関する発言をす

んなりと聞き入れている。 ｛あさみ］と［しょう］

は、住んでいた地域がわりと近く、住環境が近いこ

とによる「共通した経験Jが他の学習者に比べると

多いと考えられる。 【あさみ］が担当した部分の白

地図作成がひと段落したのち、永田先生を交え、温

泉施設の話を［しよう］と 3人で楽しそうにしてい

た。

6. 2. 4. 1技能目標］の評価
技能目標の評価をおこなう。 ［あさみ】の技能目

標は以下であった。

( 6) B県と他県との違いやつながりを知る（社会

科）

-6-



( 7) 白地図を用いて 3県の特徴をまとめていくこ

とができる（社会科）

( 8）自分の知識や経験を発言することができる（国

語科）

( 9 ）友達の知識や経験にかんする発言を聞くこと

ができる（国語科）

( 6 ）について、 7. 2. 3. の価値目標で挙げ

たように、広島風お好み焼きと、普段［あさみ］が

食べているお好み焼きを比べることができている。

このことから、 B県と他県の違いについて知ること

はできたといえる。しかし、つながりに関しては、

授業中に十分扱うことができなかったため、 ｛あさ

み］がつながりを意識したかどうか把握することが

できなかった。

( 7）について、 7. 2. 2. の態度目標で挙げ

たように、白地図作成を率先しておこなっていた。

その際、 3県のうち、 ｛あさみ］は広島県を担当し、

ポスト・イットに黒板の内容を書き写すことができ

た。また、広島県のまわりにポスト・イットを貼っ

ていくこともできた。

(8) (9）について、 B県に関して知っている

ことを積極的に発言する姿がみられた。また、他の

学習者の発言をもとに、自分の知識を発言すること

もできた（表8）。

表8.発話記録より抜粋⑤

なおや
そこに××センターがあった気

520 
がする。

521 永田 ××センター＊＊＊

522 稿者 ××センター？

あさみ
ないよ、それはない。それはあれ

523 
じゃない？なんだっけ。

524 たかひろ ××センターはあるよね？。

あさみ
××センターがあるの、あれじゃ

525 
ない？××××？

526 なおや ああ、××××か。

6. 2. 5. 【あさみ］に対する方法の検討

ここでは、 ［あさみ］に対する方法を検討する。

以下が［あさみ］に対して計画した方法である。

( 1 ）お題に対して、素早く多くの発言が予想され

るが、他の学習者の発言にも注意して耳を傾けるよ

うに、授業者が他の学習者の発言も拾って板書をし

ていく。
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( 2）発言内容について、他の学習者の理解がおい

つかない場合は、わかるような言い換えや説明をす

るように促す。

( 3）白地図作成において、一人ですべての活動を

独占している場合は、他の学習者と協力するように

促す。

( 1 ）について、授業者は、学習者の発言を板書

していった。しかし、 ［あさみ｝に対して、他の学

習者の発言を注意して聞くような促しは十分できな

かった。

( 2）について、 「観光地つてなに？ Jと［なお

や｝が発言する場面があった。その際、 ［あさみ】

が「知ってるJと言ったので、 ［あさみ】に「みん

なに教えてくださし、」と授業者が促した。すると、

「観光スポットj と言い換え、例示することができ

た（表9）。

表9.発話記録より抜粋⑥

496 じよう 「おすすめの観光地は？」

497 なおや 何、観光地って。

498 稿者 観光地って何だろう。知ってる人。

499 あさみ はーい。

500 稿者 教えてあげてください。

501 あさみ 観光スポット。

502 稿者 おお。たとえば？

503 あさみ 富士山。とか。

( 3 ）について、 【あさみ】は、白地図作成活動の

中心になっていた。授業者は他の学習者と協力する

ようにあさみに促すことができなかったが、あさみ

自ら、他の学習者に「00県ってどこ？」と地図の

確認を頼む場面がみられた。

6. 2. 6. ［あさみ】の考察

授業全体を通して、 ｛あさみ］の発言の数が最も

多かった。また、授業者の発言を聞いたあと、自分

も同じ言葉を言う（お茶畑だらけ、マツダ、広島風、

など）場面があった（表 10、表 11 ）。

表 10.発話記録より抜粋⑦

稿者
お茶の生産日本ーなんです、鹿児

212 
島。

213 永田 え一、静岡とかじゃなくて？

214 稿者 そうなんです。お茶畑だらけ。

215 あさみ お茶畑だらけ。



表 11 .発話記録より抜粋⑧

469 I稿者

470 Iあさみ

広島には、マツダっていう自動車

工場があるんです。

マツダ。

聞こえてくることばを口にする特性があることが

表 12. ［なおや｝の目標と評価

(1）地図に興味・関心を持つ
【態度目標】

( 2 ) B県に興味・関心を持つ

考えられる。また、［あさみ｝が用いる一人称は「ぼ

く」であった。

6. 3. 【なおや】の目標と評価

［なおや］の目標に照らした評価は以下である

（表 12）。

。
ム

( 3 ) B県と他県の違いやつながりに感動する ム
【価値目標】

( 4) B県や友達のことを身近に思う心を育てる ム

( 5 ）白地図作成の活動に、楽しく取り組むことができる（社会科） × 

( 6）自分の知識や経験を、楽しく発言することができる（国語科） 。
【技能目標】

( 7)友達の知識や経験にかんする発言を聞くことができる（国語科） 。
( 8）地図をもとに、 B県や他の県について理解を深めることができる（社 。
会科）

6. 3. 1. 態度目標の評価

［なおや］の態度目標の評価をおこなう。 ［なお

や｝の態度目標は以下であった。

( 1 ）地図に興味・関心を持つ

( 2) B県に興味・関心を持つ

( 1 ）について、白地図作成の時間に、永田先生

や松本先生に声をかけ、大きな地図を見ながら会話

をしている姿がみられた。その際の［なおや］の発

話内容は、 B県のことではなく、 ［なおや】が以前

住んだり、行くことが多かったりした土地のことが

ほとんどであった（表 13、表 14）。

表 13.発話記録より抜粋⑨

｜ ｜おれんち、ここからめっちゃ遠い
637 Iなおや｜

よ。

638 I；永田 ｜そうだね。＊＊＊＊＊

表 14.発話記録より抜粋⑩

666 Iなおや

667 I永田

ねえねえ、永ティ。俺、ここだ。

俺、ここ（大きな地図を指さして）

＊＊＊＊ 

( 2）については、 「B県に温泉はある？」のお

題が出た際に、他の学習者が「ある！ Jと連呼する

なか、 ［なおや］も「あるよJと発言していた。他

の学習者が、温泉地や温泉施設の名前を挙げていく

様子を｛なおや｝は聞き、まだ名前が出てきていな

い温泉施設名を挙げていた。また、県外に引っ越し

てから温泉を見たことがない、と言う場面もあった

（表 15）。

表 15.発話記録より抜粋⑪

｜ ｜おれ、×××に引っ越してから温
566 Iなおや｜

泉見たことない。

567 I永田 ｜ほんと？

この発話から、 B県と他地域との比較をしている

ことがうかがえる。

6. 3. 2.価値目標の評価

ここでは、 【なおや】の価値目標の評価を行う。

［なおや］の価値目標は以下であった。
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( 3) B県と他県の違いやつながりに感動する

( 4) B県や友達のことを身近に思う心を育てる

( 3）については、 7. 3. 1. の表 14で挙げ

たように、転居先と B県の違いについて教師に話す

場面がみられた。しかし、授業でとりあげた鹿児島、

広島との違いやつながりにまで意識を向けることが

できたかは把握することができなかった。

( 4）についても、他の学習者と一緒になって、

261 

262 

263 

264 

265 

266 

しよう ああ。ああ。

永田 なおやくんすごい。

稿者 ××新幹線。

永田 そうか。

たかひろ なおや新幹線。なおちゃんの。

なおや おれ、××新幹線 1回だけ乗っ

たことある。

「B県には温泉があるj と授業者に主張していた姿 他にも、自分が住んでいる土地の様子や、どのよ

からみとった。 「B県に温泉がある」と友達も知つ うな交通手段で移動するのかなどを楽しそうに話し

ているし自分も知っている、点から、他の学習者を ていた。会話の相手は、永田先生や松本先生が多か

身近に思うことができたのではなし、かと考える。 った。

6. 3. 3. 技能目標の評価 また、授業者が広島の話をすると、自分も知って

ここでは、技能目標の評価をおこなう。 ［なおや］ いる、と発言することができた（表 17）。

の技能目標は以下であった。

( 5 ）白地図作成の活動に、楽しく取り組むことが｜ 表 17. 発話記録より抜粋⑬

できる（社会科）

( 6 ）自分の知識や経験を、楽しく発言することが

できる（国語科）

( 7）友達の知識や経験にかんする発言を聞くこと

ができる（国語科）

( 8）地図をもとに、 B 県や他の県について理解を

深めることができる（社会科）

( 5）について、白地図作成の活動中、 【なおや】

は永田先生と二人で大きな地図を見ながら会話を楽

しむことはあったが、白地図作成自体に積極的に取

り組む姿はみられなかった。教室内が暑いといい、

席について机に突っ伏すこともあった。他の学習者

がポスト・イットに板書を写す様子を眺めたり、教

室を出たり入ったりしていた。授業者が、他の学習

者の書いたポスト・イットを白地図に貼るように声

をかけたが、 「ん？ Jと反応したものの、机に突っ

伏したままであった。白地図作成が終わるころにな

ると、 ［かずや］ ［たかひろ】らと 3人で［さゆり］

が使用している磁気ボードで遊んでいた。

( 6 ）について、 ［なおや］は、 「B県を走る新

幹線はなにか」のお題で、新幹線名をただ一人言い

当てることができ、とてもうれしそうであった（表

1 6）。

表 16.発話記録より抜粋⑫

I 259 ！なおや ｜××新幹線！

260 ｜稿者 ｜そう！
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稿者
宮島っていってね、神社がある島なん

537 
ですね。厳島神社っていう。

538 なおや ああ、なんか。

539 あさみ あ、厳島神社知ってる。

540 稿者 知ってる？

なおや
あ、そこって結構有名なところだよね。

541 
おれ知ってる。

( 7)については、他の学習者らとのやりとりで、

何がどこにあったかを確認し、納得する姿がみられ

た（表 18）。

表 18.発話記録より抜粋⑬

518 しよう 2回、行ったことある。

なおや
そこに××センターがあった気

519 
がする。

520 永田 ××センター＊＊＊

521 稿者 ××センター？

あさみ
ないよ、それはない。それはあ

522 
れじゃない？なんだっけ。

523 たかひろ ××センターはあるよね？。

あさみ
××センターがあるの、あれじ

524 
ゃない？××××？

525 なおや ああ、××××か。

この発話場面では、 【なおや】は「自分の記憶」



に基づく発言を、いったんは他の学習者に否定され

ながらも、 「正確な場所はあそこではないか」とい

う他の学習者らの発言を改めて聞き、納得すること

ができていた。

( 8）については、白地図作成時に、大きな地図

を見ながら永田先生や松本先生に対して話をしてい

る姿から、地図への興味・関心や、 B県や他県への

興味・関心を持つことができたと捉える。

6. 3. 4. ［なおや】に対する方法の検討

ここでは、 ［なおや】に対する方法を検討する。

以下が【なおや】に対して計画した方法である。

( 1 ）興味がわいたものについては、話をしたり集

中して聞いたりすることができるので、活動に取り

組めていない場合は、興味をひくような声掛けや支

援をする。

( 2）発言をきちんと聞き入れて、受け答えをしな

いと、気が済まない部分があるので、発言が的外れ

なものであっても、性的な言葉や暴力的な言葉でな

い限り、注意しない。

( 1 ）について、白地図作成に取り組めずにいる

【なおや】に対して、授業者は「他の学習者が書い

たポスト・イットを白地図にはる」ように声掛けを

したが、 ［なおや】の行動につなげることができな

かった。

( 2）について、 「B県の日本ーのもの」のお題

の際に、他の学習者らが、農作物や山の名前などを

連呼するなか、 ［なおや】はカードゲームの名前を

連呼していた。日頃の［なおや】も、 「キャパクラ

に行く」 「かつあげする」など、あえて周囲の注意

を招くような発言をすることがある。カードゲーム

の名前を連呼していたのも、あえての発言であると

授業者は判断した。 「それ、ゲームじゃん。」と笑

って指摘すればよかったかもしれないが、授業者は

［なおや】の発言を拾わずに、他の学習者の発言を

表20. 【しよう】の目標と評価

［態度目標1 ( 1 ）地図に興味、関心をもっ

拾い続けたため、 【なおや】は何度もカードゲーム

の名前を連呼していた。 4回、カードゲームの名前

を発言し続けた結果、 ［たかひろ】に注意されるこ

ととなった（表 19）。

表19.発話記録より抜粋⑬

1851なおや ｜デユエルマスターズ。

｜そういうのいいから。豊かな人々
186 Iたかひろ｜
｜｜（笑）

6. 3. 5. ｛なおや】の考察

【なおや1は、自由に発言する場面では、授業者
の発言に対しても、他の学習者に対しても楽しそう

に聞いたり発言したりしていた。しかし、白地図作

成の時間は、ポスト・イットを一枚も書いていない。

［なおや】は、文字を書くことへの抵抗があるので

はと考える。 【なおや】の文字は、教室内の掲示物

やドリルの文字を見る限り、整ってはいない。

また、お題とかかわりのない［なおや】の発言に

対し、授業者が特にツッコミも入れずに言うがまま

にしていた際、 【たかひろ】が［なおや】に対して

fそういうのじゃなくてJと言った。 【なおや］は、

日頃も「キャパクラJ 「おっぱい」などと言っては、

他の学習者の聾盛を買い、教師らに注意されること

がある。授業者が【なおや】にツッコミを入れるの

ではなく、 ［たかひろ】が［なおや】の発言を指摘

したことが［なおや】に与えた意味を改めて考える

必要がある。

授業全体を通して、 【なおや】は他の学習者の発

言を聞くことができ、自分自身の知識や経験、その

場で思い出したことなどを発言することができた。

6. 4. 【しよう】の目標と評価

【しよう］の目標に照らした評価は以下である（表

2 0）。

ム

( 2) B県と他県の違いやつながりに感動することができる 。
【価値目標】

( 3）友達と協同での活動を楽しむ心を育てる ム

( 4）みんなの前で、みんなにわかるようにお題を発表することができる
6 

【技能目標l （国語科）

( 5）自分の知識や経験を発言することができる（国語科） 。
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浴衣来て、みんなで海に行って、寝

4. 1.態度目標の評価
稿者
転がって、おばちゃんたちが、砂を

しよう］の態度目標の評価をおこなう。 【しょ
608 

かけてくれる。あっつーって。

の態度目標は以下であった。 砂蒸し温泉。

）地図に興味、関心をもっ 609 。 え一。
610 しよう あー（笑）

6. 

汁巴
始めた際、白地図をめずらしそうに眺めていた。ま

た、 【あさみ｝と永田先生と｛しょう】の3人で、

大きな地図を見ながら、 B県のある市町村の場所を

一緒に探す場面がみられた。これらの［しよう｝の

様子から、地図に対する興味・関心をもつことがで

きたとみとった。

6. 4. 2.価値目標の評価

［しよう］の価値目標の評価をおこなう。 【しよ

う】の価値目標は以下であった。

( 2) B県と他県の違いやつながりに感動するこ

とができる

( 3）友達と協同での活動を楽しむ心を育てる

( 2）について、授業者が広島県、鹿児島県のこ

とを話すたびに、 【しよう】は聞をあけずに、すぐ

に反応を返していた

（表21、表22）。

表21.発話記録より抜粋⑮

稿者
鹿児島、Jlない。J2ならあんだけど

334 
ね。

335 しよう ないの？

336 稿者 ない。Jlにはなかなかね。

表22.発話記録より抜粋⑪

問 ｜稿者 ｜ぁ、広島の観光地袋）広島の観

光地、宮島。宮島。

536 1しよう iなにそれ。

【しよう］は、自分の知らないことに対しても興

味や関心が強く、これらのような即時的な反応を返

すことが多かった。

または、以下に示すように、授業者や他の学習者

の発言に対し、笑って聞き入れることも多かった

（表23）。

表23.発話記録より抜粋⑬

さらに、 ［しよう】の発言語をきっかけとして、他

の学習者の発話につながることもあった。次の場面

では、授業者が広島風お好み焼きの話をしたあと、

［しよう】の発話をきっかけとして、他の学習者も

「お好み焼きが好き」と続けている（表24）。

表24.発話記録より抜粋⑬

394 しよう お好み焼き、好きだよ。

395 永田 好き？

396 なおや おれ、お好み焼超すき。

397 かずや おれも好き。

398 さゆり さゆも一。

以上の発話場面の様子から、 【しよう】が、自分

の知っていること（ここでは、 B県のこと）と、他

県との違いに気づき、心を動かされたとみとった。

( 3）について、主に白地図作成の場面で【しよ

う】は、教室内をとぼとぼと歩いたり、他の学習者

の取り組みの様子を眺めたりしていた。授業者が、

「他の学習者が書いたポスト・イットを白地図のま

わりに貼るJように［しよう】に声掛けをすると、

行動にうつしていた。

白地図作成については、積極的に取り組めたとは

言えない。しかし、お題に関して発言する場面では、

他の学習者の発言を楽しそうに聞いたり、【しょう】

も積極的に発言したりできていた。

6. 4. 3.技能目標の評価

ここでは【しよう】の技能目標の評価をおこなう。

［しよう】の技能目標は以下であった。

( 4）みんなの前で、みんなにわかるようにお題を

発表することができる（国語科）

( 5）自分の知識や経験を発言することができる（国

語科）

( 6）白地図作成の活動に楽しく取り組むことがで



｜きる（社会科）

( 4）について、 【！こよう】は授業中に2回お題

をひく機会があった。 1回目は、授業者の方を向い

てひいたお題を早口で述べた。授業者に促されて他

の学習者へとお題を伝えた（表25）。

表25.発話記録より抜粋⑮

107 しょう ＊＊＊＊＊ 

108 稿者 『日本ーのものは何ですか』。

109 しょう なにそれ、わかんない。

110 稿者 みんなに相談してみ？

111 たかひろ 何が？

112 かずや 日本刀。

113 しょう 日本ーのもの。

114 たかひろ 日本ーのもの？

2回目も、はじめは授業者の方を向いてお題を小

声で述べた。授業者の声掛けにより、他の学習者の

方を向いて、主回目よりはっきしょうお題を伝える

ことができた（表26）。

表26.発話記録より抜粋＠

4931しよう｜なにこれJおすすめの観光地は？」

制｜稿者 ｜ぉ、みんなに言ってごらん。

495 Iしよう｜『おすすめの観光地は？』

また、 1回目は「日本ーのものは何？」と書かれ

たお題を「日本ーのものJとしか伝えていないが、

2回目は「おすすめの観光地は？」と、お題として

書かれたものをそのまま伝えることができている。

他の学習者がお題をひき、皆の前で発表する姿を見

たことにより、お題を：伝える人の役割を少しは意識

することができたと考える。そのことが、［しよう】

の1回目と 2回目の、お題の伝え方の違いに現れた

といえる。

( 5）について、 【しよう】は、他者の発言に対し

て即時的な反応を返すことが多かった。言い換える

と、自分の知識や経験などについても、 「言わずに

はいられなしリのである。そのため、授業中は、お

第に関する発言も積極的であった。また、［あさみ】

や永田先生と、温泉施設の話題で盛り上がる様子も

みられた。

( 6 ）については、他の学習者が書いたポスト・

イットを、授業者や松本先生の声掛けによって、白

地図にはっていく活動をすることはできた（表2

7）。

表27.発話記録より抜粋⑫

温泉2つ書いたから、次いっちゃおう。

770 松本 ××書いて××。誰かはってくれるひ

と一。

771 しよう はい、lまい。

772 松本 お願いします。

6. 4. 4. 【しよう】に対する方法の検討

ここでは、 ［しよう】に対する方法を検討する。以

下が［しよう】に対して計画した方法である。

( 1 ）集中の継続が難しい場合は、本人の気持ちの

切り替え方を尊重する。

( 2）発言が早口で聞き取れない場合、言い直しを

求めすぎるとやる気をそいでしまいかねない。こち

らで言い直し、確認する方法もとる。

( 3）白地図作成では、活動の輪に入りやすいよう

に支援する

( 1 ）について、白地図作成の時に、松本先生が

［しよう】に対し fしようくん、どうする？Jと聞

き、 「俺もう無理、暑いJと言って廊下に出て休ん

でいる姿がみられた。

(2）について、授業者は［しよう】の発言をすべ

て聞き取ることはできなかったが、 ［しよう】に言

い直しを求めることはしなかった。

( 3）について、教室を出て廊下で休んでいた［し

よう】に対し、授業者もいったん廊下に出て、 【し

よう】に手招きをした。しばらくしてから、自分の

タイミングで教室に戻ってきた。その後、 「［しよ

う｝君にもお願いしょうかな。 【かずや】くんがた

くさん書いてるのBのまわりに貼ってくれる？Jと

授業者が［しよう］に声をかけると、 ｛かずや】が

書き溜めたポスト・イットを白地図のまわりに貼り

だした。

6. 4. 5. 【しよう】の考察

授業者の発言に対する反応や、他の学習者の発言

に対する反応がすばやかった。周囲に対して、アン

テナをはっていることがうかがえる。自分が知らな

いことに関しても、 「なにそれj 「わあJなどのよ

うに、興味をもって聞こうとする様子であった。早

口であることから、注意深く聞かないとなにを言っ
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ているのかわかりにくい場面もあった。このことが、

ふだん、他の学習者とのかかわりに影響を与えるこ

とも予想される。

表 28. ［たかひろ］の目標と評価

［態度目標】 ( 1 ）地図に興味・関心をもっ

6. 5. ［たかひろ】の目標と評価

｛たかひろ］の目標に照らした評価は以下である

（表28）。

。
【価値目標】 ( 2）友達の知識や経験に親しみを持つ心を育てる ム

( 3）自分の知識や経験を発言することができる（国語科） 。
［技能目標】

( 4）友達の知識や経験を聞き、自分とかかわらせることができる（国語科） ム

( 5）友達の取り組みに配慮、しながら、協力して、白地図作成に取り組むこ 。
とができる（社会科）

6. 5. 1. 態度目標の評価

態度目標の評価をおこなう。 ［たかひろ】の態度

目標は以下であった。

I ( 1 ）地図に興味・関心をもっ
( 1 ）について、授業者が授業直前に大きな地図

を教室に搬入した際、学習者の中で誰よりも 1番早

く地図に反応したのが【たかひろ】であった。大き

な地図を吊り下げるものがなかったため、移動式黒

板に地図の上部を引っ掛けて搬入した。すると、［た

かひろ｝は、 「北海道がないじゃん」と指摘してい

た。授業にあたり、地図に意識を向けることはでき

て川たと考える。

6. 5. 2. 価値目標の評価

価値目標の評価をおこなう。 ［たかひろ｝の価

値目標は以下であった。

( 2）友達の知識や経験に親しみを持つ心を育てる

( 2）について、授業中の［たかひろ］は、他の学

習者の発言を受けて、すぐにそれに反応することが

多かった。発言の内容は、直前の学習者の発言内容

にかかわることよりも、他の学習者の発言とは、一

見するとまったく関連のないことを返す場合が多か

った（表29、表30）。

表29.発話記録より抜粋⑫

稿者
B県。で、私、どこから来たんだっ

27 
It? 

28 たかひろ アメリカ。

29 。 アメリカ（笑）

表30.発話記録より抜粋⑫

104 ｜稿者 ｜なんて書いてありますか。

105 ｜たかひろ ｜あなたはがんです。

これらの発話からは、他の学習者の知識や経験に親

しみを持てたかどうかを把握することができなかっ

た。

6. 5. 3.技能目標の評価

技能目標の評価をおこなう。 【たかひろ1の技能
目標は以下であった。

( 3）自分の知識や経験を発言することができる（国

語科）

( 4）友達の知識や経験を聞き、自分とかかわらせ

ることができる（国語科）

( 5）友達の取り組みに配慮しながら、協力して、

白地図作成に取り組むことができる（社会科）

( 3）について、 ［たかひろ］は、お題が何かわ

かると、積極的に発言をしていた。発言の内容は、

ときどきふざけたものではあったが、教室の雰囲気

を盛り上げることにもつながっていた（表31）。

表31.発話記録より抜粋＠

360 稿者 広島の名物ご飯、なんだと思う？

361 かずや 広島？

362 稿者 うん。

363 たかひろ えーと、えーと、えーと、めがね。

( 4）について、 ［なおや］ ［あさみ】の発言を
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ふまえ、 ［たかひろ］も、 「××センターがそこに

はあったはずJという発言をしている。自分の知識

・経験とかかわらせて想起することはできている（表

3 2）。

表32.発話記録より抜粋⑮

なおや
そこに××センターがあった気が

519 
する。

520 永田 ××センター＊牢＊

521 稿者 ××センター？

あさみ
ないよ、それはない。それはあれじ

522 
ゃない？なんだっけ。

523 たかひろ ××センターはあるよね？。

あさみ
××センターがあるの、あれじゃな

524 
い？××××？

525 なおや ああ、××××か。

( 5）について、 ［たかひろ］は、白地図作成に

積極的に取り組むことができた。 ［あさみ］ ［しよ

う】らと、大きな地図を確認しながら、協力して広

島県の位置を確認していた（表33）。

表33.発話記録より抜粋⑫

631 たかひろ 広島ここらへんじゃない？

松本
どこらへん？たかひろくん。もうちょ

632 
っと絞ってくれる？

633 あさみ えっと、上か下か言ってくれる？

634 しよう 上か下か言って。

635 たかひろ えっとね。下。下。

この発話場面の後は、鹿児島を担当すると自分で

決め、指定されたポスト・イットを受け取り、自分

の席に戻って板書を写し書きしていた。途中、わか

らない漢字があったようで、 ［かずや］に書き方を

聞き、消しゴムを借りる場面も見られた。写し書き

が終わると、白地図の鹿児島県の周囲に、鹿児島県

を丸く囲むようにしてポスト・イットを貼っていた。

周りがざわついていても、これらの活動には集中し

て取り組むことができていた。

自分の担当分が終わると、 ［かずや］ ［なおや｝

らと 3人で［さゆり｝の使用している磁気ボードを

使って遊んでいた。

6. 5. 4. ［たかひろ】の方法の検討

ここでは、 【たかひろ】に対する方法を検討する。

以ドが｛たかひろ］に対して計画した方法であるc

( 1 ）多くの発言が予想されるが、抑制せずに自由

に発言させる。

( 2）他の学習者の発言のあげあしを取るような発

言や態度がみられた場合は、そのような内容の発言

の頻度や、発言が向かう相手の様子を伺いながら、

改善するように促す。

( 3 ）一斉授業のような授業形態の方に馴染みがあ

ると考えられるので、どのように活動に取り組むの

か、本人の動きを尊重する。

( 1 ）について、授業者は授業中の［たかひろ】

の発言を抑制せず、自由に発言させることができた。

( 2）について、他の学習者のあげあしを取るよ

うな態度はみられなかった。しかし、発言に関して

は、 7. 5. 3. でも挙げたように、 「名物の食べ

物は何か？Jというお題に対し、 「メガネj と答え

るなどの発言があった。そのような発言の際、授業

者自身は不快に感じなかったため、 ［たかひろ】に

強く指摘することはしなかった。

( 3）について、とくに白地図作成においては、

【たかひろ］の取り組みを見守ることに徹した。結

果として、 ［たかひろ】は他の学習者と地図の確認

をしたり、自分の担当分をやりきったりすることが

できた。

6. 5. 5. ［たかひろ】の考察

表34のように、 ［たかひろ1が、他の学習者同
士のやしょうりの聞をとりもとうとする場面があっ

た（表34）。

表34.発話記録より抜粋⑫

82 なおや しよう君1番嫌い？

83 しよう 嫌い。

84 たかひろ 嫌いだったら1番最後だ！

85 しよう 2番がよかった。

86 たかひろ
じゃあ、2番でいいよ。じゃあ、おお

ちやんだ。はい、おおちゃん。

87 かずや む一り。

この場面での【たかひろ】の言動は、本時におい

て特徴的であり、学習者同士のかかわしょうして捉

えると、貴重であった。 ［たかひろ］は、このよう

に他の学習者と他の学習者をつなぐことができると

いえる。
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また、 ｛たかひろ】が、ことばのもつ意味のズレ 6. 6. ［かずや】の目標と評価

をあえておもしろがる場面もみられた（表35）。 【かずや］の目標に照らした評価は以下である（表

3 5）。

表35.発話記録より抜粋⑫

2s2 iしよう ｜九州？

2831稿者 ｜うん。

284 Iたかひろ ｜吸収しちゃうんだ。怖くない？

表35. ［かずや｝の目標と評価

［態度目標】 ( 1 ）地図に興味・関心をもっ 。
( 2）友達との協同での活動を楽しむ心を育てる ム

［価値目標】
( 3）取り組んでいる活動を最後までやりきろうとする心を育てる 。
( 4）自分の知識や経験を発言することができる（国語科） 。

［技能目標｝
( 5）友達の知識や経験を聞き、自分とかかわらせることができる（国語科） 。
( 6）友達の取り組みに配慮しながら、協力して、白地図作成に取り組むこ 。
とができる（社会科）

6. 6. 1. 態度目標の評価
松本

反対側から書いてる。かずやくん、

態

標は

Of 
度目標の評価をおこなう。 【かずや】の態度目

以下であった。

）地図に興味・関心をもっ

( 1 ）について、白地図作成にて【かずや】が担

699 
今どこ書いてる？

700 かずや じゃあ俺、××まで書くわ。

701 さゆり おつけー。

当する部分を終えた後、永田先生と二人で大き また、自分の取り組みが終わったあと、［さゆり】

な地図を見ながら話をしている場面がみられた。地 と松本先生のところへ行き、 【さゆり】が書いたポ

図に興味・関心をもつことができたと考える。 スト・イットを【さゆり】のかわりに白地図に貼り

6. 6. 2. 価値目標の評価 に行くなどしていた（表 38）。

価値目標の評価をおこなう。 ［かずや］の価値目

標は以下であった。

( 2）友達との協同での活動を楽しむ心を育てる

( 3 ）取り組んでいる活動を最後までやりきろうと

する心を育てる

( 2 ）について、お題に対する他の学習者との発言

は、楽しく積極的に取り組むことができていた。白

地図作成では、同じ県を担当した［さゆり】に対し

て、黒板のどの部分を書いているのかを確認し合う

ことができていた（表37)。

表37.発話記録より抜粋⑩

側｜かずや ｜さゆりさん、どこらへん書いてる？

s91 I松本 ｜今ね、

698 Iさゆり 温泉のところ。

表38.発話記録より抜粋＠

798 I松本
はい、じゃ××××できました、誰か

はってくださーい。

799 Iかずや はーい。

( 3）については、お題をひいて発言し合う活動

の最中に、 「これ、どこがバトルだ、？Jと発言した。

授業者は、 【かずや］がこの活動に飽きてしまうの

ではと思ったが、最後まで飽きずに参加することが

できた（表39）。

表39.発話記録より抜粋＠

219 Iかずや｜これ、どこがパトJレだ？（笑）
280 I永田 （笑）負けちゃいけないよ。
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6. 6. 3. 技能目標の評価

技能目標の評価をおこなう。 ［かずや］の技能目

標は以下であった。

( 4 ）自分の知識や経験を発言することができる（国

語科）

( 5）友達の知識や経験を聞き、自分とかかわらせ

ることができる（国語科）

( 6）友達の取り組みに配慮、しながら、協力して、

白地図作成に取り組むことができる（社会科）

( 4）については、鹿児島の名物ごはんでラーメ

ンを挙げた際、自分の経験から発言することができ

ていた（表40）。

表40.発話記録より抜粋＠

420 Iかずや
鹿児島ラーメンってね、いつつもね、

まずいんだよ。

( 5）についても、温泉についてのお題が出た際、

他の学習者が発言した温泉地や温泉施設をふまえた

うえで、自分が知っている温泉施設の名前を挙げる

ことができていた（表41）。

表41.発話記録より抜粋＠

出去や
××温泉の宿。××温泉の宿。

おれんちね、おれんちね＊＊＊＊

××温泉の宿だよ。

( 6 ）について、 7. 6. 2. で挙げたように、

同じ県を担当した【さゆり］とやしょうりをしなが

ら作業に取り組むことができた。 ［さゆり】の進み

具合を気にかけたり、ポスト・イットに書き写す作

業を手伝ったりする姿が見られた。

6. 6. 4. ［かずや］に対する方法の検討

ここでは、 ［かずや】に対する方法を検討する。

以下が［かずや】に対して計画した方法である。

( 1 ）日頃、発言するよりも聞く側になることが多

いので、発言が出てきたら積極的に拾う。

( 2）白地図作成では、他の学習者への配慮（手伝

し、）も予想されるので、そのような場面がみられた

らほめる。

( 1 ）について、お題に対する［かずや］の発言

は多かった。授業者が拾えなかった発言については、

永田先生が拾うことが多かった（表42）。
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表42.発話記録より抜粋⑮

606 ｜かずや

607 ｜永田

待って、まだBあった。

いっぱいあるけどね、今日はいい

よ、ここまでで（笑）

( 2）について、予想どおり、他の学習者の取り

組みを手伝う場面がみられた。 【さゆり｝と同じ県

を担当したこともあり、 ［さゆり］の作業で遅れて

いる部分を手伝っていた。しかし、そのような【か

ずや｝に対して、授業者はほめることが十分できな

かった。

6. 6. 5. ｛かずや】の考察

授業の冒頭で、授業者が「バトル形式でやりますj

と言ったことに対し、 ［かずや］が学習者の中で最

もこだわりをみせていた。授業の前半では、この活

動のどこがバトルなのかを笑いながら問うていた

（表43）。

表43.発話記録より抜粋⑮

I 2791かずや｜これ、どこがバトルだ？（笑）

280 I永田 ｜（笑）負けちゃいけないよ。

授業の中盤で、 「温泉がある？ Jというお題を［か

ずや］が引き、学習者らがし、っせいに地元の温泉名

を挙げつづけ、盛り上がった場面があった。その際、

永田先生が［かずや］に対し芦をかけると、 「（B

県チームが）勝つよJと高揚していた（表44）。

表44.発話記録より抜粋＠

590 I；永田
これ、バトル、なおやになっちゃった

みんな。

591 Iかずや｜勝つよ、これ絶対勝つよ。

授業の最後、授業者が学習者らに「バトル。どっ

ちが勝ったかな。」と問し、かけると、 ［かずや1は
「B県（が勝った）」とにこにこして答えた（表4

5）。

表45.発話記録より抜粋⑬

853 I稿者

854 Iかずや

バトル。どっちが勝ったか

な。

どっちが勝った？（笑）
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 これらのことから、 「バトル」や「勝負Jに対す

るこだわりがあるととらえることができる。

また、 【さゆり】とポスト・イットへの写し書き

を分担するため、 「今、どのへん書いてる？Jとき

表46. ［さゆり］の目標と評価

くなど、他の学習者との活動を意識しながら自分の

取り組みをすすめていくことができるといえる。

6. 7. 【さゆり］の目標と評価

［さゆり】の目標に照らした評価は以下である（表

4 6）。

( 1）地図に興味・関心をもっ ム
【態度目標】

( 2）集団での活動に楽しく参加する ム

( 3）友達との協同作業を楽しむ心を育てる ム
【価値目標｝

(4）自分のできることに自信を持つ 。
( 5）自分の知識や経験を、楽しく発言することができる（国語科） × 

( 6）友達の知識や経験を、聞くことができる（国語科） 。
［技能目標】 ( 7）白地図作成において、他の学習者と協力して取り組むことができる。 （自

A 
分から手伝いをお願いするなど） （社会科）

( 8）決められた時間内で、活動を終えることができる 。
6 

標は以下であった。

( 1）地図に興味・関心をもっ

( 2）集団での活動に楽しく参加するム

(1) (2）について、授業者が、学習者らに白地

図作成の説明をするために集合をかけた際、 【さゆ

り】は 1番最後にやってきた。他の学習者らが、授

業者の説明を聞いたり、白地図を見たりしている時

も、途中で自分の席に戻ろうとして、松本先生に肩

を抱かれて引き止められる場面があった（表47）。

表47.発話記録から抜粋⑮

( 3）について、白地図作成で同じ県を担当した

［かずや｝が、 【さゆり】に声をかけたり、 ［さゆ

り】の作業を手伝ったりした。松本先生による｛さ

ゆり】への支援だけではなく、 【かずや】が［さゆ

り】の作業を手伝ったことにより、他の学習者との

協同作業をおこなうことができたといえる。しかし、

その活動自体を楽しむことができたかは把握するこ

とができなかった。

( 4）について、明確な発話は残っていないが、

［さゆり】が自分で書いたポスト・イットを白地図

に貼り終えた時、やりきった感じの笑みを見せた（表

648 Iさゆり
（席に戻ろうとするのを松本先生が｜ 4 8）。

肩を抱いて呼び戻す）やーだ一。

また、白地図作成に取り組む際も、黒板の板書を

ポスト・イットに書き写すことに時間がかかり、他

の学習者らのように、大きな地図を見て誰かと話す

ことはなかった。

6. 7. 2.価値目標の評価

価値目標の評価をおこなう。 【さゆり】の価値目

標は以下であった。

表48.発話記録より抜粋⑩

できたよー。誰か貼ってくださーい。

825 松本 （さゆりに自分で貼ってくるように促

す）B県のところ。

826 稿者 B はどこでしょうか。

827 さゆり （さゆり、貼る）どこだー。

828 稿者 オッケーです。
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( 8）について、松本先生が授業の残り時間を気

何度も松本先生に漢字の書き方を教えてもらい、 にして、 ［かずや］に書き写す分を手伝ってもらお

書けずにいらだちながらも、なんとかやりきること うかと［さゆり］に提案すると、 ［さゆり］は拒ん

ができた。自信に近いものは持てたのではなし、かと でいた（表51 ）。

考える。

6. 7. 3. 技能目標の評価 表 51. 発話記録より抜粋⑭

技能目標の評価をおこなう。 ［さゆり］の技能目

標は以下であった。

( 5 ）自分の知識や経験を、楽しく発言することが

できる（国語科）

( 6）友達の知識や経験を、聞くことができる（国

語科）

( 7) 白地図作成において、他の学習者と協力して

取り組むことができる。 （自分から手伝いをお願い

するなど） （社会科）

( 8 ）決められた時間内で、活動を終えることがで

きる

( 5）について、授業中、 ［さゆり】のお題に関

する発言はほぼなかった。唯一、自分に関すること

を発言したのは、授業者が広島風お好み焼きの話し

をした際、他の学習者らの発言と一緒に出たものだ

った（表49）。

表49.発話記録より抜粋⑪

394 しよう お好み焼き、好きだよ。

395 永田 好き？

396 なおや おれ、お好み焼超すき。

397 かずや おれも好き。

398 さゆり さゆもー。

一方、 ( 6）については、他の学習者の発言を聞

いている様子がうかがえた。

( 7) について、 ［さゆり］から手伝いをお願い

する様子はみられなかった。しかし、 ［かずや】が、

［さゆり］に声をかけたり、手伝ったりする様子は

みられた。他には、松本先生に漢字の書き方をたず

ねる場面が多くみられた（表50）。

表50.発話記録より抜粋＠

686 ｜さゆり ｜さんずいでしょ？まず。

687 ｜松本 ｜そうそうそうそう、さんずい。

ピンポンピンポン。

松本
もうちょっとかずやくんに書いても

761 
らう？じゃあ、漁業と、みかん。

762 さゆり ちょ、だから、まだ。

＊＊＊残しちゃって。時間なくな

763 松本 っちゃう。かずやくんに、漁業とみ

かん。

764 さゆり いい、いい。

765 松本
温泉＊＊＊＊最後に時間あった

ら＊＊＊

結局、ここで松本先生が提案したものについては、

「みかんJ以外【さゆり］が自分で書いていた。自

分の担当分がすでに終わってしまった［かずや】が、

［さゆり】のところにやってきて、 「みかん」を書

き足した。

6. 7. 4. 【さゆり］の方法の検討

さゆりにとった方法は以下であった。

( 1 ）他の学習者の活動と自分がやっていることが

ズレたり、授業全体の流れに乗れていないと本人が

感じたりすると、やる気の減退につながりやすい。

そのため、 「他の学習者と同じことを自分もやって

いるJ感覚を味わうことができるように支援する。

( 2 ）普段の様子から、授業中の発言自体が少ない

ことが予想される。自信のないことについては発言

しない傾向にある。しかし、発言を求めるような支

援ではなく、発言しなくても授業に参加すること自

体の楽しさを味わうことができるように支援する。

( 1 ）については、松本先生の配慮や支援によって、

白地図作成の説明を聞いたり、黒板の文字を書き写

したりすることができた。

( 2）については、お題をひいて発表することや、

他の学習者の発言を聞くことなどから、 ［さゆり｝

も楽しむことができたのではなし、かと考える。お好

み焼きの話題の際に、小さいながらも「さゆもー（お

好み焼きが好き） Jと言うことができている。この

時の［さゆり］の発言をうまくし、かして、集団に返

すことができればよかった。
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6. 7. 5. ［さゆり］の考察

［さゆり］の発言は、お題に関するものはほぼな

く、松本先生に対して漢字の書き方を聞くものがほ

とんどであった。それ以外にみられた発言は、以下

のようなものであった。まず、授業官頭で、授業者

が「私はどこから来てるか知ってる？」に対するも

のである（表 52）。

表52.発話記録より抜粋⑬

これは、以前、授業者と［さゆり］で1対1での

読みあいや、音読、自作プリント学習などを行った

経験とかかわるといえる。他の学習者よりも、 ［さ

ゆり】は授業者のことを知っていた（覚えていた）

と考える。

次に、授業者が【あさみ｝にお題をひいてもらう

順番を忘れていた際の発言である（表53）。

表 53.発話記録より抜粋⑮

これが当たり前だと思って育ったか

ら、私は。おいしいと思う。鹿児島に

426 稿者 帰ると、やっぱ、ラーメン食べたくな

る。

じゃ、一周したところで、

427 さゆり あさみさん、

428 稿者 あ、はい。

教室外から声をかけてきた他の学習者への指摘も

あった（表54）。

表54.発話記録より抜粋⑪

I 8441けんじ ｜何してんの？

845 Iさゆり ｜授業中だから。

これらのことから、 ［さゆり］は、自分のことを

他の学習者に話すことは少なくても、他の学習者（授

業者も含む）への指摘は、さほど臆することなく言

うことができるといえる。日頃、 ［さゆり】のこの

ような特性が、他の学習者とのトラブルにつながっ

ていると考える。

また、ポスト・イットに黒板の板書を書き写す活

動では、他の学習者が活動を終えていても、まだ取

り組んでいた。集団での活動（集団ゲームや朝の会

への移動など）場面で、他の学習者よりもワンテン

ポ取り掛かりが遅れたり、後片付けが遅れがちであ
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ったりする c このことをふまえ、授業者は［さゆり］

の技能目標の 1っとして「時間内に活動を終える」

と設定した。しかし、出来上がった［さゆり】のポ

スト・イットを確認すると、文字は他の学習者より

も丁寧で、あり、漢字にはふりがなまで、ふっていた。

時間がかかるのは、単に遅いだけではく、丁寧に仕

上げたいという気持ちがあったからかもしれない。

1対1での活動の時の｛さゆり｝は、日によって

27 稿者
B県。で、私、どこから来たんだっ

lす？

28 たかひろ アメリカ。

29 c アメリカ（笑）

30 さゆり 広島。

そう！広島県。で、広島県から来たけ

稿者
ど、どこに住んでいたか、っていうか、

31 
どこで、生まれたかまでは知つてな

い？

気分のムラがあったものの、授業者に対しても［さ

ゆり】の方から話しかけてきたり、活動を提案した

りすることがあった。今回の授業では、 ［さゆり］

は他の学習者の発言を聞いていることが多く、 ［さ

ゆり】が発言することはほとんどみられたなかった。

個と個のかかわりの際にみられる姿と、集団に入っ

たときにみられる姿の差を感じた。

7. 学習者全体の考察

授業開始直後に、筆記用具が必要かどうかを［あ

さみ｝が授業者に確認した。筆記用具が必要である

と伝えたら、 「消しゴムを忘れたから取ってくるJ

と言った。 ［あさみ］の言動を見聞きしていた他の

学習者数名も、自分の教室に筆記用具を取りに戻っ

た。このことから、授業において筆記用具が必ずし

も必要で、はない日常があらためてうかがえた。

また、 ［さゆり｝のように、 1対1の学習活動で

みせる姿と、集団での授業でみせる姿に差が生じや

すい学習者が他にもいるであろう。

大きな地図を掲示しておくことで、学習者らは自

由に見ることができた。地図を見ることで、新しい

発見をしたり、昔の出来事を思い出して話したりし

ていた。地図が緩衝材となり、白地図作成に直接取

り組むことができなくても、学習者の居場所を作る

役割を果たしていた。このような教材・教具を準備

することで、授業や集団と個をゆるやかにつなぐこ

とができるといえる。 「活動に取り組めていないJ



と評価することもできるが、 「他の学習者と同じ地

図を見た」 「地図を見て他の学習者（教師）と話し

た」こと自体を評価する視点も必要となるである。

8. 実践の成果と課題

8. 1. 成果

成果として、まず、学習者の新たな一面を授業に

よってみとることができた点が挙げられる。

授業中の学習者同士のかかわり合いや発話などか

らは、授業者と学習者とのかかわり合いとは異なる

一面がみられた。

授業の終わりの方では「書く人J 「貼る人Jのよ

うな分担もみられた。たとえば、ポスト・イットに

書かずにいた［しよう】も、貼る動作をすることで、

「活動に参加した」という動作記憶が残ったのでは

ないだろうか。

8. 2.課題

課題として、学習者全員が、自身の知識や経験を

発言し、他の学習者の発言を聞き、白地図作成を他

の学習者と協同的に活動することができたとは言い

がたい点が挙げられる。また、今回、稿者の授業の

進行が計画どおりに行かず、テーマの根底にあった

「つながり」を学習者に意識させたり、授業の振り

返りをしてもらったりすることができなかった点も

課題である。

さらに、活動内容によって意欲が減退する学習者

への配慮、の工夫が不十分であった。

8. 3.展望

展望として、今回のような活動中心の授業を重ね

ていくことによる、学習者の変容、学習者同士の関

係の変容。他の教科の授業への応用が期待できる点

が挙げられる。

今回の授業のテーマであった「つながり」を単元

として、あるいは年間テーマとして実践することも

できょう。その際、他教科とかかわらせながら展開

することも構想できる。

本実践を A校の教師、とくに、授業にかかわった

永田先生、松本先生とともに振り返り、分析・考察

の検討を行うことで、展望の具現化でに近づくこと

ができると考える。
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